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－千里ライフサイエンス新適塾－ 
「難病への挑戦」第２８回会合 

 

「 肺がんの予防・診療を推進するための 

基礎研究、TR研究 」 

講師 河野 隆志 （こうの たかし） 

国立がん研究センター  

研究所 ゲノム生物学研究分野 分野長 

先端医療開発センター  ゲノム TR分野 分野長 
 

日時 ２０１６年１２月１２日（月） １８：００～２０：００ 
 

場所 千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会 ８階 ８０１・８０２号室  （１８：００～１９：００）  

懇親会 ６階 ６０３・６０４号室  （１９：００～２０：００） 
 

講演・懇親会ともに参加費無料 
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肺がんの予防・診療を推進するための基礎研究、TR研究 

国立がん研究センター        

研究所 ゲノム生物学研究分野     

先端医療開発センター ゲノム TR 分野 

分野長 河野 隆志          

肺がんは、欧米・本邦においてがん死因一位を占める難治がんであり、その

減少は喫緊の課題である。そのためには、1) 発症危険群を把握し、早期診断・

治療を行うこと、2)進行がんに対しては有効な治療薬を見つけること、の二つ

が重要である。 

肺がんの約半数を占める肺腺がんは、喫煙との関連が弱いこと、そして、EGFR, 

ALK などの Driver がん遺伝子の活性化が起点となって発生することが特徴とし

て知られている。我々は、新規 Driver がん遺伝子として RET 融合遺伝子を同定

し、LC-SCRUM 機構による全国遺伝子スクリーニングにより、融合陽性例には RET

キナーゼ阻害薬バンデタニブが有効であることを明らかにした。また、がん遺

伝子異常陰性の肺がんで好発するクロマチン制御遺伝子の失活を標的とした治

療アイデアを提唱している。 

一方で、早期肺がんの 5 年生存率は 70％以上であることから、危険群の把握

は肺がん死減少の有効な手段と考えられる。欧米人に比べてアジア人では、EGFR

体細胞変異を伴う肺腺がんの発症割合が高い(10% vs 50%)ことから、肺腺がん

の発症にはアジア人特有な遺伝要因があると考えられる。また、免疫チェック

ポイント治療薬が肺がんに承認されたものの、EGFR 肺がんへの効果が低いこと

も報告され、EGFR 変異がんには独自の免疫回避機構が存在する可能性がある。

我々は EGFR 変異陽性の肺腺がんリスク因子として HLA-class II 領域に位置す

る HLA-DPB1(Glu57Asp)等複数の遺伝子多型を同定している。本講演では、肺が

んの予防・診療を推し進めることにおける基礎研究、TR 研究の役割について、

議論させていただきたい。 
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【講師略歴】 

1989(平成元)年 京都大学 薬学部薬学科 卒業 

1991(平成 3)年 京都大学大学院 薬学研究科修士課程 修了 

1995(平成 7)年 東京大学大学院 医学研究科博士課程 修了 

1995(平成 7)年 国立がんセンター研究所 生物学部 研究員 

2000(平成 12)年 同 生物学部 室長 

2010(平成 22)年 国立がん研究センター研究所 ゲノム生物学研究分野  

分野長(～現在) 

2013(平成 25)年 同 先端医療開発センター ゲノムトランスレーショナル 

リサーチ分野 分野長（併任、～現在） 

 

【受賞】 

2004 年 日本癌学会奨励賞 

 

【所属学会、研究会】 

日本癌学会（評議員）、日本肺癌学会、人類遺伝学会、日本分子生物学会 
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